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図 2 で示す様に G 成分は原画像のコントラストと似通
っており，血管領域は低い輝度値の領域として表される






(ⅰ) N×N の平均値フィルタをかける 
(ⅱ) 任意の画素における値 X を，フィルタ適用前の画
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 (ⅲ) X が閾値 t 以上の領域を血管領域とする 
 
 以上の処理を行った結果を図 3 に示す．対象画像は
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(a) 概略図[3]       (b) NBI 画像 
図 1：NBI system 
    
(a) 原画像  (b) R 成分  (c) G 成分  (d) B 成分 
図 2： 原画像と各色成分 
   
(a) N=20    (b) N=30   (c) N=40 
図 3：処理結果 (t=20) 
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